
令和 3年度 大田区立出雲小学校学校経営計画
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・基礎学力を習得する
・豊かな情操と公共の精神を養 う
。健やかな身体を育む

: ・心豊力ヽ こ生活できる地域社会を実現する
: 教育
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○元気よく遊ぶ ○人なつこく、仲間思い

○挨拶がよくできる
○素直  ○自己肯定感が高い

○自主性、主体性の向上
○家庭学習の習慣化

10基本的生活習慣の定着
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:教育課程管理 服務管理

:予算会計管理 情報管理
施設設備管理

安全防災管理

。公務員・組織人と
しての使命感 と責
務 を自党 し、服務
の厳正に努める教
職員
・教育に対する熱意
と使命感 をもつ教
職員

・豊かな人間性 と思
いや りがある教職
員

・ 実践的な指導力が
ある教職員

・専門性を高めるた
めに研鑽 を積む教
職員
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<実務・実的な組織 と学校運営の

改善・ 工夫>
【研究テーマ】
大田区象青委員会 (R2・ R3年度)象育研

究推遭校
未来を自る力の青咸―未来ものづくり教育を

通 して一

〇「未来ものづくり教育Jの特化した教育課
程の饉成

○地域人材・地域環境を生かした学習
・伝統・科学 ,SDGs

O論理的な思考
・系統的・継競的な言語技術の育成

○科学的な思考を高める
・東大CASTに よる科学 (化学等)実験

○学習習慣の基盤づくりの推進 と定着
・家庭 とともに生活 リズムカー ドで生活習、

学習習慣を定着
・ 自己点検票による授業改善 (毎週末)

く指導の重点>コ ロナ対策のもと
【薔礎的・薔本的は学力の定着】

○学習規律の徹底   ○授業時数の確保
OICTa器の活用  ○言語技術の育成
○指導システムの活用 (習 熟度別少人数指導、
教科担任制、ステップ学習 )

○平日補習、土曜日補習教室 (年 6回 )

○学習カルテに基づく学習定着状況の把握
○家庭学習の支援   ○検定等への参加
○主体的・対話的で深い学びの実現
○体験的な学習や問題解決学習の工夫
○特別支援教育の充実 ○地域に学ぶ学習の展
開 (フ ィール ドワーク、HIC、 町工場 )

1鷲内鷲ハ児車管理

【中口】
○子どもの学力と学びの質の向上
○子供の自主性や主体性を育む教育活動
○自尊感情と自己有用感の醸成

く学校の■■> :
【学校饉●】
○カリキュラム・

マネジメン トの

実施

○教職員の経営参

画意識を高める
システムづくり

○ :CTの 活用、英

語、特別支援教
育、体力向上等
への取組

○施設、教材・教
具の適切な管理
と活用

O地域の中の学校
と して の 役 割

:等

く指導の重点>コ ロナ対策のもと
【豊かな社会性。人間性の青威】
○生活規律の徹底
○あいさつ運動月間
・主体的な自立的活動の推進 :

あいさつニヨニコ隊
○生活基本調査
○こどもの心のサポー ト月間
○相互信頼の精神の育成と人権教育の推進
〇近隣中学校 との小中一貫教育を通 して、き
め細かい生活指導、キャリアノー トを活用 し
たキャリア教育の実施

○きょうだい班給食、きょうだい班遊び、
○いずもリンピックの実施
○家庭、地域、関係機関との連携強化
○地域人材の活用

【体 力の向上 、健 康の保持増進 】
○オ リンピック・パラリンピック教育
〇体育科授業の充実
○体カテス トの分析
○運動習慣の定着
○独自の取組 「一校一取組、一学級一取組」
○健康教育の充実
○食育
○アレルギー対応

く地域教育連絡協議会 >コ ロナ対策のもと
【地域教育連絡協議会】
【スクールサポート出

=(学
校地域支援本部)】

<PTA>子 供たちの健やかな成長のために、
教育活動への理解と協力・支援

【長期的目標】
社会の中で、自己の豊かな能力や個性 を実現 させながら、社会 を支える人材 を育てる

自己の将 来 を見据 え、 自 ら

進 んで学 び続 け る児童 の育成

。一人一人の課題にFs・ して、知識・

掟能を活用する力、思考力、判断力、
学習意欲の伸長

・ 各教科の基盤である言語能力を育成
・ 表現力・伝える力の向上 を推進

未来を

“

るカ
治理的・ 科学的に

思考 し、新たに考え

を創造することがで

実践力をもち、明るく豊かな

生活を営む鮭度 を身に付ける

重点指導事項により、体力を向上 させ運
つに親 しむ鑢度 を拳 う機会 を定期的 。日

常的に減定する。
オリンピッタ・パラリンピック教■の

推進
・ 体 力向上 プ ログラムの活用

家庭 とともに、運動習慣、生活習

高い規籠意識 をもち、 自ら考 え

ながら適切な判断をすることができる
｀

生活規律の状な
・ 相互信頼 の構 神の■成 と人権教育の推進
。自他のIItい をlllめ 、仲間として生きる|

.度 を春う行キ、班活動、清掃活動の実施
近隣中学校 との小中一貫教育を通 し

きめわかい生活指導、キャリア

教育の実施

目指す学校像
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０
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「ものづくり」に熱中できる子 (試行僣慣)

軸脅解を見付けることができる子 (よ りよい社会)

ONE TEAMで 取り組むことができる子 (協●、表現、発信)

1・ 2年 基礎・基本の習得 3・ 4年 基礎・基本の定着 5。 6年 基礎・基本の徹底

0ものをつくることを楽しみな
がらすすんで取り組む子

Oく ふうしながらものづくりに
取り組む子
0お互いのよさを見付け合うこ
とができる子
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・
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0も のづ くりに携わる人々の工夫、

"力
、喜び、苦労を知り、ものづく

りを楽 しむことができる子
0学口 したことを活用 して、イメー
ジしたことを試行嬌誤しながら表■
できる子

0■の日りの環境や人々の国り感に
気付き、自分たちには何ができるか
考えることができる子

勢力、喜び、苦労を知り、それを
自分自身のものづくりに生かすこ
とができる子

0必要な情報・知臓・技能を選択・
活用し、試行饉限しながら表現で
きる子

0友遺やものづくりに書わる人との
かかわりを通し、自分自身の生き
方や考え方を構菫できる子

<経営の重点>コ ロナ対策のもと

(1)=礎学力の定着を目る授彙改善・エ
夫
○各種学力に関する調査結果分析・考察
○指導方法工夫改善加配教員による習熟
度別少人数指導

曖)組織の活性化と円滑な学校運営
・校務を整理し、ミドルアップダウン体
制による組織運営を目指す
・各部署の機能と責任の明確化

(3)児童の安全確保
・事故防止体制の確立と事故防止マニュ
アルに基づいた組織的な取組

(4)学校経営計画に基づいた適切な予
算颯成と執行
・必要性、緊急性、優勢性を考慮した予

算執行
・予算執行状況等で執行状況を把握

15)=魔・地増との菫書
・学校情報の提供
・教育活動への協力と参加
・外部評価を生かした教育活動
・関係機関との連携強化

(6)教育公務員としての自覚と誇 リ
・服務の厳正
・使命感と責務の自党

<地目の特■>
○歴史と伝統があり、学校への愛着がある
○学校のポランティア活動等に協力的である
○継続 して、子供や学校を支えている

0分からないことをたずねたり、日つたときに助けを求めたりしながら、も0づくりに取鳴 む子
0日常生活に必要なスキルを身に付け、ものづくりを楽じむ子
0-人ひとりの心身の特性に合わせ、自分なりに工夫して形にする子


